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　C，P ．　Robcrt と G ．　Casellaの “ Monte 　Carlo　Statistical　Methods ”

の 第二 版は 2004年

の 発行．発展の 目覚 ましい 分野 にあ りなが ら，現在で も定番の 教科書の 1 っ で ある。広範

なモ ン テ カ ル ロ 法の 分野 をベ イ ズ統計の 立場か らま とめて い る．
一

方，ベ イズ統計など基

本的な統計学の 知識の 準備が必要で ある こ とと， 理論的な背景を紹介す る性質か ら，初学

者へ 自信を持っ て薦め られ る書物で はな い ，

　モ ン テカ ル ロ 法は現代の 統計 学者に は必 須項目で あ り， 学生 に も早 い 段階 で身 に つ けて

もらい た い ，しか し統計学 と同じ く
，

モ ン テ カ ル ロ 法は応用に よ っ て 意義が 明確に な る の

で あ り，統計理 論も応用 も準備途 中で ある初学者に は 中々 教 え に くい ．適 した教 科書 も選

びづ ら く， 実装 ばか りの書物 で は 不安で ある し，
マ ル チ ン ゲール 収束定理 は大仰 だ．

　近年，1司著者 に よ っ て
“lntroducing　Montc 　Carlo　Metllods　with 　R ”

が 発行 され た ．

Springerの Use　R ！シ リーズで あ る本書で は ， 理論 よ りも R の 実践 に重 きが置かれ る．特

徴は散 りぼ め られた適 度なベ イズ色 で あ る．R の コ
ー ドは web か らダウ ン ロ

ー ド可能で ，

読者は 困難 な く本書の シ ミ ュ レ ーシ ョ ン を実行で きる．モ ン テカル ロ 法 の第
一

歩は コ
ー ド

の 実装，実行で あ り，同時に ベ イズ統計で の 応用例 を示す こ とで ，
モ ン テ カ ル ロ 法 の意 義

を明 らか に して い る，

　本書の構成 を簡単に述べ る．第
一

章は簡単な R の 導入 で あ り， 分 量制 限の た め 本書 で は

最も汎用性の 低 い 部分で あ る．
一般化線形モ デル や ARIMA 等が 説明な しに使われ て お り，

適宜適 当な書物を参照す る必要が あ る，第二 章は乱数生成の 方法，逆関数法や棄却法等を

紹介 して い る．前著で カバ ー して い た乱数生成 の有効 「生の議論は少な く，

一
方で R を通 じ

て 体感す るこ とに重点が 置か れ て い る．第三 ，四章は 重点サン プ リン グな ど，
モ ン テカル ロ

積分が 扱わ れ る．所謂 ，

“

定義 定理 ， 証明
”

の要領で
t‘
アル ゴ リズム， コ ー ド，例

”

の オ ン

パ レ
ー

ドで
， 流れ るように読み進め るこ ともで きるが ， 立 ち止 ま っ て 理解 しなが ら進む よ

うに注意 したい ．四 章で は ラオ ブラ ッ ク ウェ ル化に 多 くの 頁が 割か れ るな ど C．P．　Robert
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らしさが 随所に見 られ るが ，反面，後半の Arltithetic　variables や Control　variates な ど古

典的なモ ン テ カ ル ロ 法 の 部分は 退屈 に 感 じ る か も しれ な い ．第五章は モ ン テ カル ロ 最適化

で Simulated　anmealing や EM ア ル ゴ リズム な ど，扱わ れ る内容 は 1隔広 い ．

　第六章以降で は マ ル コ フ連鎖モ ン テ カ ル ロ 法 を扱 っ て い る．本書 の ス タイ ル で は，ある

程度の 理論的理解が 不可欠 な マ ル コ フ連 鎖モ ン テカ ル ロ 法に は難が あ り， こ の 点 は前 著 と

共通の 問題点で ある．本書で は とくに
“

収束理論は紹介 しない
” と明記 して い る．理論的帰

結に関す る例 （例え ば Example　6．2）や ，
マ ル コ フ連鎖 モ ン テ カ ル ロ 法 の 実用 トの 利点等

は文中に記 されて い る の で 注意深 く読み進め た い ．

　い くつ か本書 の 注意点 を述べ よ う．本書の 内容は主 に統計 学専 攻の 大学院生 向きで ある

が ， 著者 らは ベ イズ統計の 多少の 知識を前提 として お り， 我 が 国の ベ イズ統計学の現状を

鑑み る と多少の 補完が 必要だ ろ う． また
， 利 点の 裏返 しと して ， コ

ー ドの 実行が手軽 なた

め ， コ ー ドの 実装や ア ル ゴ リズ ム の 琿解 とい っ た
， も っ とも重要な部分が 蔑ろ に され る危

険が ある．も う
・
っ の 問題 は 理論的内容の 少な さ で あ る．例 えば マ ル コ フ連鎖 の 導入 は僅

か数行扱 われ るの みで あ り，規約性や Birk。ffの エ ル ゴー ド性 とい っ た基本的な事実も殆ど

扱われ て い な い 点 に は留意 す べ きで あ る．また，逐次モ ン テ カル ロ 法や ， C．　P．　Robertの

貢献の少 な くない Approximate　Bayesian　Complltatiollな ど近年 発展 して い る分 野 へ の 記

述 は僅か で あ る，本書は 比較的タイポが 多 い 事に も注意が必要で あ る．

　以 lt
，

短所を 列記 した が
， 補うほ どの 利点が あ る． ベ イズ統計で は そ の性質 ヒ，積分計

算の 例が 簡単 に構成 で きる．その ため本書の 例 は豊富で 有用 で あり，それ らに よ っ て ア ル

ゴ リズム の意義 が明確 に な る．こ の 点が 本書の 最大 の 利 点 とい える．例 を挙げれ ば
，

コ
ー

シ ー一正規モ デル （Example　4．2）で は
，

コ ーシ ー分布 の 密度関数 を正規分布で積分 して い る

と捉えるか ， 逆 に 正規分布の 密度関数を コ ーシ
ー
分布で積分す るか で 重点サ ン プ リン グ法

の 有効性が 大 き く異なる の だが
，

こ の 意外性の あ る事 実は モ ン テカ ル ロ 法の 有効性を考え

る意義 を読者に 強 く意識 させ るだ ろう．理論的内容 も極 力文献 を明記 し， ブラ ッ ク ボ ッ ク

ス 化 を防 い で い る と こ ろは 単な る モ ン テ カル ロ シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 入 門書 と一線 を画す と

こ ろで あ る．

　類書 として ， よ りベ イズ色の 強い J．Albertの “Bayes．　ian　Computation　with 　R ”

が あ る．

本書を終えて ，R を通 じて ベ イズ統計 を学ぶ の に 良い ． よ り理論的な教科書 として は C．　P

Robert と G ．　Casellaの “ Monte　Carlo　Statistical　Methods ”

を勧め る． マ ル コ フ連鎖モ ン

テカ ル ロ 法の理論的な教科書は残念なが ら存在 しな い が ，マ ル コ フ連 鎖の エ ル ゴ ー ド性
一

般

は S．Meyn と R ．　L．　Tweedieの
“Markov 　Chains　and 　Stochastic　Stability”

に定評が あ る．
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